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【発行日】平成28年1月28日(2016.1.28)
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【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｄ  23/19     (2006.01)
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   Ｇ０５Ｄ  23/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｆ２４Ｆ   11/02     １０３Ｄ
   Ｇ０５Ｄ   23/00     　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成27年12月2日(2015.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の環境維持ユニットを備えた環境維持システムを制御する方法であって、
　前記複数の環境維持ユニットの第１の環境維持ユニットの動作パラメータの第１の基準
を受信することであって、前記第１の環境維持ユニットは、
　気温と第１の温度セットポイントとの間の第１の温度差を算出し、
　前記第１の温度差を使用して前記第１の環境維持ユニット用の前記動作パラメータの動
作レベルを確定するように構成されている、前記複数の環境維持ユニットの第１の環境維
持ユニットの動作パラメータの第１の基準を受信することと、
　前記第１の基準を第１の動作セットポイントと比較して、第１の動作差を取得すること
と、
　プロセッサを用いて、前記第１の動作差に基づいて前記第１の温度セットポイントの第
１の調整を確定することと、
　前記第１の調整を前記第１の環境維持ユニットに送信することとを備える方法。
【請求項２】
　前記第１の動作差に基づいて前記第１の温度セットポイントの前記第１の調整を確定す
ることが、
　前記第１の動作差から導出した第１の変化値を計算することと、
　前記第１の変化値を固定値に加算することとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の動作差に基づいて前記第１の温度セットポイントの前記第１の調整を確定す
ることが、
　前記第１の動作差から導出した第１の変化値を計算することと、
　前記複数の環境維持ユニットの前記第１の環境維持ユニット用の気温を受信することと
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、
　前記第１の変化値を前記気温に加算することとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記気温が、還気温度または排気温度である、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の温度セットポイントの第１の調整を確定することが、比例積分微分（ＰＩＤ
）目標を使用することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の変化値が、比例積分微分（ＰＩＤ）目標を使用して確定される、請求項３に
記載の方法。
【請求項７】
　前記環境維持ユニットがＣＲＡＣユニットであり、前記第１の基準が冷却力であり、前
記第１の動作セットポイントが冷却力セットポイントである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記冷却力が、前記複数のＣＲＡＣユニットの内の前記第１のＣＲＡＣユニットのコン
プレッサの速度の加重平均であり、前記重みが、前記第１のＣＲＡＣユニットの各コンプ
レッサに対応する部分的なＣＲＡＣ能力であり、前記冷却力セットポイントが、所定値で
ある、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記冷却力が、冷却弁の位置であり、前記冷却力セットポイントが、所定値である、請
求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　温度が維持されている前記環境の中のセンサによってそれぞれが測定された、複数の環
境空気温度を受信することと、
　前記環境空気温度の１つがセットポイントを超えているかどうかに基づいて、前記第１
の動作セットポイントを調整することとをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　温度が維持されている前記環境の中のセンサによってそれぞれが測定された、複数の環
境空気温度を受信することと、
　前記第１の動作セットポイントのオフセットを確定することであって、前記オフセット
が、ペナルティ関数を減らすように確定され、前記ペナルティ関数が、電力消費量の第１
の寄与を含む、前記第１の動作セットポイントのオフセットを確定することとをさらに備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ペナルティ関数が、前記環境空気温度と基準温度との１つ以上の差からの第２の寄
与を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記環境維持ユニットごとにそれぞれのオフセットを確定することをさらに備える、請
求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　コンピュータシステムを制御することで、複数の環境維持ユニットを備えた環境維持シ
ステムを制御して、請求項１乃至１３の何れか１項に記載の方法を実行させるためのプロ
グラム。
【請求項１５】
　複数の環境維持ユニットを備えた環境維持システムを制御するためのシステムであって
、
　第１の環境維持ユニットの動作力を受信するための第１の入力と、
　作動力セットポイントを受信するための第２の入力と、
　前記第１および第２の入力と連結した制御回路であって、前記制御回路は、
　前記動作力と前記作動力セットポイントとの間の差を使用して変化値を算出し、
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　前記変化値および温度値を加算することによって、温度セットポイント調整を確定する
ように構成された制御回路と、
　温度セットポイント調整を前記第１の環境維持ユニットに送信するための出力とを備え
るシステム。
【請求項１６】
　前記温度が、固定値である、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記温度値が還気温度入力であり、前記温度セットポイントが還気温度セットポイント
である、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記温度値が排気温度入力であり、前記温度セットポイントが排気温度セットポイント
である、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記制御回路が、比例積分微分（ＰＩＤ）目標を含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２０】
　最高環境制御温度が超えられたかどうかに基づいて前記作動力セットポイントを算出す
るための主フィードバック回路をさらに備える、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記環境維持システムの電力消費量を下げるためのペナルティ関数の最適化に基づいて
、前記作動力セットポイントを算出するためのオプティマイザ回路をさらに備える、請求
項１５に記載のシステム。
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